
こども連絡会 第3次障がい者計画等進捗状況　令和５年３月 （ページ数は第３次障がい者計画書中の記載箇所）

目的 方法 頁 実施状況 評価 終了・継続・変更（※） 理由・根拠

保護者向け進路先
事業所紹介

P.40

9月28日開催
「事業所紹介とパ
ネルディスカッ
ション」
市内福祉サービス6
事業所の個別ブー
スにて面談

保護者、児童合わ
せて20名が参加され
た。
保護者への呼びか
けができ、繋がり
ができた。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

将来の居場所を知るきっか
けとなるよう継続していく

支援の必要な児の
入園に関する関係
機関との意見交換

P.40
意見交換会
中止

今年度は保育園への
入園に関して、ス
ムーズに対応ができ
た。
意見交換会の場は、
2/14の全体会にて
行った。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

幼稚教育・保育課が、ス
ムーズに対応された。

こども連絡会での
意見交換

P.40

①6月10日開催
ライフステージに
おける切れ目のな
い支援についての
意見交換会
参加者21名

②2月14日開催
参加者19名

①小さい頃からの
フォローが大切で保
護者の相談先や、居
場所などについてを
話し合うことができ
た。

②支援が必要な児の
保育園入園状況につ
いてや、保育園申請
から、受け入れまで
の流れなどを把握す
ることができた。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

各関係機関と顔を合わせる
場や、意見交換を行うこと
で、現状を知ることや課題
出しができる

ネットワークの構築
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サービスの質の向上

子ども・子育て支援
における障がい児の
受け入れ推進

障がい児支援・早期
療育の充実

①事業所部会の発足
第一回事業所部会に
て次のとおり、グ
ループを編成し、企
画・実施する。

・事業所見学会
・事例検討会
・研修部会
・ガイドブック部会
・管理者会
・就職フェア実行委
員会

P.41

5月23日開催
参加者23名

集まりの中で、他事
業所を知ることや、
横の繋がりができ
た。
虐待通報対応につい
ての情報共有ができ
た。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

小牧市内の子どもの事業所
の集まりを継続し、サービ
スの質の向上に繋げていく

②事業所見学会 P.38
P.40

11月実施
見学受入れ55事業
所参加

他事業所の内容を見
学することや、ライ
フステージの中で必
要な資源の見学をす
ることで、環境の工
夫や、支援での学び
があった。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

来年度は年２回を想定し、
事業所や、保護者、学校関
係等を対象に見学会を行
う。目的は事業所間は横の
つながりと連携、保護者や
学校向けは事業の周知啓発
とする。

③事例検討会 P.41

10月25日実施

事業所で対応に
困っているケー
ス、将来に繋げて
いける支援のため
の事例検討会
参加者19名

対応に苦慮している
ケースの支援の仕方
や、将来の進路、生
活に繋げるための支
援、保護者への伝え
方などを、グループ
に分かれて、共有し
ながら、アイディア
を出し合うことがで
きた。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

来年度も、児への対応に適
切に関わっていけるよう、
事例検討を継続し、スキル
アップや、質の向上に繋げ
ていく。
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④管理職員会 P.41

1月30日開催
報酬改定について
や、実地指導で指
摘されたこと、職
員育成についてな
ど、サービス事業
所の管理職員同士
で共有する機会と
なった。
参加者22名

制度の理解や適切な
サービスの運用、情
報共有、職員育成な
ど、取り組んでいる
ことを共有すること
ができた。 終了 ・ 継続 →

同じ
・
変更

今後も管理職員間で、そ
れぞれの事業所の取り組み
を共有し、サービスの
質の向上に繋げていく。

◇療育支援事業と
の協働

児童クラブ、放課
後等デイサービス
事業所とのケース
検討会

6月3日実施
参加者36名

それぞれの児童クラ
ブの現状を知ること
ができた。児童クラ
ブ・保護者・学校・
放課後等デイサービ
ス・市役所などとの
連携が大事であるこ
と、連携の難しさが
あることが分かっ
た。児童デイと、児
童クラブとの情報交
換ができた。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

保護者対象
「障がい児への関
わりで感じている
困難さ」の勉強会

8月22日
コロナ禍での開催
であったことも影
響したか、申込者
がなく中止した。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

P.41

療育支援事業についての次
年度以降の取組みについて
は次のとおり。

1）こども連絡会として企
画・実施するもの

2）相談支援連絡会として
企画・実施するもの

3）医療的ケア児等コー
ディネーター業務として企
画・実施するもの

4）1～3ではない企画・実
施については、障害者自立
支援協議会事務局として、
企画者と協議のうえ、主に
周知活動にのみ協力する
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◇療育支援事業

保育園にて、見学
及び事例検討会

P.41

保育園での児童の
様子を見学し、グ
ループワークでど
のようにサポート
していくのかを検
討した。
6月22日実施
参加者23名

児童の様子を見るこ
とや、関わり方を話
し合うことができ、
今後の関わり方を学
ぶ機会になった 終了 ・ 継続 →

同じ
・
変更

障害児等療育支援事業は、
地域の支援者者の人材育成
が目的。
協働できるところは今後も
活用していく。

北里保育園での事
例検討会

P.41
11月9日開催
参加者23名

北里保育園の園児の
様子観察から見えて
きた気づきをグルー
プワークで話し合
い、今後の支援を検
討することができ
た。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

児童発達支援セン
ターしっぷ
ケース検討会

P.41
12月5日開催
参加者26名

児の特性理解を深め
ることや、家族をど
う支えていくか、関
係機関との連携につ
いてをグループワー
クで話合うことがで
きた。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

あさひ学園保育見
学及び意見
交換会

P.41

11月28日開催
参加者　17名
（プラスあさひ学
園職員同席）

幼稚園5園との意見交
換会を行った。お互
いの現状を把握し、
各園と連携を取って
いく関係性ができて
きた。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更
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障がいに関する理解
の促進

こども連絡会事業
所ガイドブックの
更新

P.32

各連絡会の部会担
当で話し合い、掲
載内容や、色、文
字帯などを統一し
た。

市民の皆様に見やす
いガイドブックに仕
上げることができ
た。
サービス事業所及
び、関係機関に3月以
降で配布予定。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

来年度からは、新規事業所
や、記載情報の変更があっ
た箇所のみ、修正してい
く。

（※）次年度も同じ内容で継続、または目的を変えず方法を変えるという意味で変更
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（※）次年度も同じ内容で継続、または目的を変えず方法を変えるという意味で変更


